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（午前９時５４分 開会） 
    ◎開会宣告 
○議長（荒木正光君） 皆さんおはようございます。ただいまから令和２年第５回新冠町

議会臨時会を開会いたします。 
 
    ◎開議宣告 
○議長（荒木正光君） 直ちに本日の会議を開きます。 
 
    ◎議事日程の報告 
○議長（荒木正光君） 議事日程を報告いたします。 
議事日程は、お手元に配付した印刷物のとおりであります。 

 
    ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 
○議長（荒木正光君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 
会議録署名議員は、会議規則第 125 条の規定により、10 番、中川信幸議員、11 番、堤俊

昭議員を指名いたします。 
 
    ◎日程第２ 会期の決定 
○議長（荒木正光君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 
お諮りいたします。本臨時会の会期は本日１日といたしたいと思います。 
これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） 異議なしと認めます。 
よって、会期は本日１日とすることに決定をいたしました。 

 
    ◎日程第３ 諸般の報告 
○議長（荒木正光君） 日程第３、諸般の報告を行います。 
本臨時会の説明員として出席通知のありました者の職、氏名をお手元に配付しておきま

したのでご了承を願います。 
これで諸般の報告を終わります。 

 
    ◎日程第４ 議案第６３号 
○議長（荒木正光君） 日程第４、議案第 63 号 令和２年度新冠町一般会計補正予算を議

題といたします。 
提案理由の説明を求めます。 
坂本総務課長。 
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（提案理由の説明省略） 
○議長（荒木正光君） 提案理由の説明が終わりました。 
これより、議案第 63 号に対する質疑を行います。 
なお、質疑は歳出から項ごとに一括して行いますので、発言は内容を取りまとめ明瞭簡

潔補正項目の範疇で質疑を行うようお願いいたします。 
 歳出の７ページをお開き下さい。２款総務費、２項徴税費、ありませんか。 
酒井議員。 

○３番（酒井益幸君） スマホ収納機能事前取込テスト委託料について質問をしたいと思

います。まず、１点目が導入についてなんですけれども、いつごろを目指しているのかと

いうことと、あとセキュリティの部分に関して、もし不正が起きた場合については運営元

で保証をするのかについて、２点伺います。 
○議長（荒木正光君） 佐藤税務課長。 
○税務課長（佐藤正秀君） １点目の導入時期ですけども、４月１日からということで予

定して今進めております。それから、セキリュティの関係等はその運営会社、いわゆるス

マホ決済掲載する今回の場合であればＰａｙＰａｙとＬＩＮＥＰａｙ、こちらの方が責任

持つということです。 
○議長（荒木正光君） ほかございませんか。 
竹中議員。 

○６番（竹中進一君） 同じところについてお伺いいたします。項目がスマホ収納という

ことになっておりますけれども、パソコンらからインターネット経由ではこの機能は使え

ないのかということと、中山間地域というか遠隔地域に住んでいる者にとっては、この制

度は大変有効で便利なわけですけれども、パソコンの場合はインターネットバンキング、

もちろんスマホでもできるわけですけども、そういったものを利用してやるわけですけど

も、スマホを利用する場合はアプリというものを別に取り入れなければならないのかにつ

いてお伺いします。 
○議長（荒木正光君） 佐藤税務課長。 
○税務課長（佐藤正秀君） スマホ収納、今回の部分についてはまずスマホにアプリを取

り込んでもらうと、それがＰａｙＰａｙもしくはＬＩＮＥＰａｙとなっております。それ

からパソコンからの利用はできません。 
○議長（荒木正光君） よろしいですか。ほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） ないようですので、８ページ、３款民生費、１項社会福祉費。 
芳住議員。 

○１番（芳住革二君） ４目の地域包括支援センター費の中で、備品購入費の 67 万 7,000
円、こっちの参考資料で見れば加湿空気清浄機 65 万なんぼと、それから共同スペース空気

清浄機が 39 万 6,000 円があがっているわけです。昨日の議員協議会の中で少額の、資料１
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の中で学習環境整備事業の中で見積もり合わせで予算計上しているのです。恐らく少額だ

からそういうことをやったと思うのですけども、まず１点見積もり合わせはどういう形の

中で行うかが１つと、この予算の中であれば 40 万、50 万のあれであれば見積もり合わせで、

無理に入札しなくてもいいのではないかと。１つはなぜそれをいうかと言うと、金額が清

浄機１台あたり値段出ているわけです。それから空気清浄機も９万 9,000 円という値段、

これ値段出していたら入札も何もならないのでないの。これを上限として入札を行うのか

行わないのか、ちょっとその２点お聞きしたいと思います。 
○議長（荒木正光君） 芳住議員、備品購入の関係については入札執行に係る部分でござ

います。それで、ほかの科目にもわたっておりますので、もしできれば歳入歳出の方で全

般にわたって質疑された方がいいかと思いますけども、いかがですか。 
芳住議員。 

○１番（芳住革二君） 歳出全般はわかるんですけど、恐らく回数が、質問回数がふえる

と思う。その一答一問の方法でやらしてくれるのであればオーケーしますけども、それで

きないのであれば項目ごとにやらないなとというふうに思っているのです。入札ほとんど

同じことを質問しなくてはならないのです。だからそれは議長言うように、一括してやれ

と言うのだったらそういうふうにします。回数はある程度認めてくれるという条件であれ

ばお受けします。 
○議長（荒木正光君） わかりました。歳入歳出の一括の方で簡潔にお願いをしたいと思

います。ほかございませんか。 
伹野議員。 

○５番（伹野裕之君） 寿入浴委託料の部分で質問いたします。執行残とのことですけど

も、執行率は今おわかりでしょうか。 
○議長（荒木正光君） 鷹觜保健福祉課長。 
○保健福祉課長（鷹觜寧君） お答えいたします。ちょっと率は出してないのですが、予

算が 625 万 9,000 円でございます。それに対して９月から始まってございますので、11 月

までの実績が 162 万 7,000 円でございます。それから、今後 12 月から３月までに 276 万円

の施行見込みまして、決算見込みといたしまして 438 万 7,000 円、この差額の 187 万 1,000
円を減額しようとするものでございます。 
○議長（荒木正光君） 伹野議員。 
○５番（伹野裕之君） 今の説明ではけっこう予定よりも少ない数値で推移している説明

ありましたけども、原因は先ほどの説明ではコロナが要因ではないかという説明がありま

したけども、それ以外に温泉の中での施設利用に関しての何か問題があって、利用が少な

かったというような部分は見受けられなかったのでしょうか。 
○議長（荒木正光君） 鷹觜保健福祉課長。 
○保健福祉課長（鷹觜寧君） 温泉側の方からは特に伺ってはございません。 
○議長（荒木正光君） よろしいですか。ほかございませんか。 
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酒井議員。 
○３番（酒井益幸君） 新冠町巣ごもり暖房費等支援金についてお伺いいたします。まず

１点目、基準日についての考え方なんですけれども、資料では 12 月１日が基準日というふ

うにされていますけれども、その根拠についてと事務の経常費について、合計でどのぐら

いなのかお聞きしたいと思います。 
○議長（荒木正光君） 坂東町民生活課長。 
○町民生活課長（坂東桂治君） 基準日についてでございますが、議員おっしゃるように

12 月１日としてございます。この理由は、本日この臨時会で議決をされたならば、今日の

午後からも対象者なる手続き、そして封筒の発注、できることは年内やろうというふうに

考えてございます。主に暖房費使ってほしいというふうに思っているのですが、一刻も早

く手続き済まして一刻も早く給付をしたいという思いがありますので、いつまでもいつま

でも遅く遅く基準日を設けるのではなくて、12 月１日、そして作業はもう議決受けた時点、

その午後から始めるというような思いで 12 月１日にしてございます。それと、事務費は人

件費、そして印刷製本費、そして通信運搬費、手数料など足し込みますと 170 万 6,000 円

ということで計上してございます。 
○議長（荒木正光君） 酒井議員。 
○３番（酒井益幸君） 基準日についての考え方はわかりました。それで、今後例えば転

入される方も当然いらっしゃるというふうに思いますけれども、その部分に関してせっか

く転入されてきたのに該当しないということももちろん考えられるわけで、その辺につい

ての救済についてはあるのかをちょっとお伺いしたいと思います。 
○議長（荒木正光君） 坂東町民生活課長。 
○町民生活課長（坂東桂治君） 春先に実施した定額給付金、特別定額給付金もそうだっ

たのですが、どこかで基準日設けなければ行ったり来たり、出たり入ったり、こういう人

の対応も確かに大事なのでしょうけども、どこかで基準設けなければ収集つきづらくなる

なということで、この基準日は守りたいというふうに考えてございます。 
○議長（荒木正光君） ほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君）ないようですので、９ページ、２項児童福祉費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） ないようですので、同ページ、４款衛生費、１項保健衛生費。 
中川議員。 

○１０番（中川信幸君） ここでＰＣＲ検査の助成金ということになっているのですけど、

新冠の国保診療所でもできる体制だという理解でよろしいでしょうか。 
○議長（荒木正光君） 鷹觜保健福祉課長。 
○保健福祉課長（鷹觜寧君） 現在、国保診療所とも協議を行っておりまして、できるよ

うに準備を取り進めている最中でございます。 
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○議長（荒木正光君） よろしいですか。 
中川議員。 

○１０番（中川信幸君） 100 名ということなのですけど、5,400 人ぐらい新冠の住民いる

のですけど、できれば皆さん心配しておられるので受けてみたいなという考えの人も多い

かと思うのですけど、そこら辺についてはどういうお考えをもっているのでしょうか。 
○議長（荒木正光君） 鷹觜保健福祉課長。 
○保健福祉課長（鷹觜寧君） まず、この考え方でございますが、ご説明いたしましたと

おり、症状があって病院で検査をする行政検査とは別に、無症状で心配な方が受けられる

検査の助成をしようとするものでございます。それでなかなか見込みというと、どの方が

何回受けられるかという見込みが大変難しい問題もありますが、考え方としては回数制限

設けられないのかなというのもございまして、とりあえず予算取りといたしましては、100
人分みておこうかということで予算要求をしたものでございます。 
○議長（荒木正光君） よろしいですか。 
伹野議員。 

○５番（伹野裕之君） 今と同じところで質問いたします。３点あります。まず１点目、

３万円に対し３分の２の補助で２万円の補助となっておりますけども、安価な検査もある

のが現状です。同様に、その安価な検査に対しても３分の２の補助を行うのか。２点目、

この検査の補助ですけども、１人で何度も行うことができるのかどうか。３点目、対象と

する期間はあるのか。また、100 人を超えた場合、予算計上 100 名としていますけども、

そこで完全に中止するのか、この３点お願いいたします。 
○議長（荒木正光君） 鷹觜保健福祉課長。 
○保健福祉課長（鷹觜寧君） まず、１点目の３分の２の２万円上限ということでござい

ますが、安価なものに対しても同じように３分の２ということで考えてございます。それ

から、何度もということ、何度もでございます。それから、対象がふえたときにというこ

とでございますが、それは予算の関係もございますが、理事者と協議いたしましてその辺

検討をさせていただきたいと思ってございます。 
○議長（荒木正光君） 伹野議員。 
○５番（伹野裕之君） 一応 100 名でみてますけども、安価な場合は１人２万円かかりま

せん。そのような状況で考えますと、予算見込みの 200 万とありますけども、安価な検査

を受ければ 200 人以上、200 回以上の検査受けれる、100 人以上の検査を受けるかっこう

になりますけども、人数制限はないという形でいいのですか。 
○議長（荒木正光君） 中村副町長。 
○副町長（中村義弘君） 予算を計上する段階におきまして、近隣の町でやってます検査

費用約３万ということで聞いておりました。それを基準に３分の２というものを実はつく

りました。先ほど言われていましたように、鷹觜課長の答弁で抜けてた部分ありまして、

いつまでやるのだというお話ございましたけども、あくまでも予算は会計年度で締めなけ
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ればいけませんので、今回の補正については３月 31 日までの間、それと 100 人越えの場合

につきましては、これ件数でみてますので先ほど鷹觜課長言いましたように、一人が何回

受けても構わないわけでございまして、100 件ですまない場合につきましては、予備費を充

用させていただいて対応していきたいと考えております。 
○議長（荒木正光君） ほかございませんか。 
堤議員。 

○１１番（堤俊昭君） 同じくＰＣＲ検査についてですけれども、無症状者に対してのＰ

ＣＲ検査については識者の中にもやった方がいい、無駄だといったようなことで、賛否に

分かれている状況は今も続いているのかなというふうに思いますけれども、私もいろいろ

テレビ、新聞が多いわけでありますけれども、結果として無症状者についても検査を進め

て、陽性者を発見して感染拡大防止につなげていくのが正しいのかなというような感じを

このごろ思っているわけでありますけれども、３点、４点について聞きたいと思います。

まず、100 件分ということでありますけれども、私はほかの自治体の事例も見ていますと、

まず病院関係者、介護関係者、あるいは学校の教師であるとか、さらに含めて役場の職員

等、いわゆる公共施設に勤務をする人たちをまずＰＣＲ検査を受けるというのが流れとい

うか、そういう自治体もあるわけでありますけど、私も町長の行政方針として、まずそう

いう方法がいいのではないかなというふうに思いますけれども、考えを聞かせてだきたい

と思います。２万円の補助ということでありますけれども、窓口で１万円を支払って完了

ということなのかについてはいかがなのかというところと、その陰性について陰性の方に

ついては陰性証明書というものの発行もこの料金の中に含んでいるのかということ。それ

から陽性と判定された場合のその後の流れについても聞かせて欲しいと思います。もう１

点は、条例の上に感染症法という法律もあるのだろうというふうに思いますけれども、何

回か聞く機会もあったわけでありますけれども、残念ながら税滞納ということでこういっ

たサービスが受けられない方も出てくるやに思うわけでありますけれども、私は今回に限

りはそれはなしにしなければならないかというふうに思っているわけでありますけれども、

サービス制限条例との関係について聞かせて欲しいと思います。もう１点、先ほどの陽性

検査については説明がありました。陽性ということになればもちろん陽性検査ということ

でありますけれども、熱が 37 度以上二、三日あるんだと、あるいは咳が出るだとか、体が

だるいからちょっと診て欲しいといったのは、だいたい無症状であってもそういった理由

がつけば、ここで聞かない方がいいのかもしれませんけれども、これは陽性行政検査とい

う範疇に入ってきて、無料になるのかなというふうに思うわけでありますけれども、その

辺答弁がもらえるのであればいただきたいと思います。 
○議長（荒木正光君） 鷹觜保健福祉課長。 
○保健福祉課長（鷹觜寧君） まず１点目の対象者でございますが、今回補正に挙げてご

ざいますのはあくまでも町民を対象とした100件分と考え方とした100件分でございます。

ですから、病院等の関係者であっても町民であれば対象となります。それから、２万円に
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係る支払い方法ということでございますが、支払い方法についてはいわゆる償還払い、一

旦全額をお支払いいただいてその領収書等で３分の２を補助するという考え方でございま

す。一旦全額は本人が支払うということでございます。それから、陰性の証明書の発行料

を補助対象に含むのかということでございますが、これは含みません。あくまでも検査に

対する補助でございます。それから、陽性になった場合の流れということでございますが、

これは医療機関であれば陽性となった場合は必ず保健所等により報告義務がございますの

で、報告をするという流れになっているかと、そういう理解をしてございます。それから

法律、税の滞納の関係でございますが、今現在はその処分条例の適用をするということで

考えてございます。それで最後に、37 度や咳があった場合ということでございますが、今

はかかり付け医、最寄りの病院に相談して受診するという流れになってございまして、そ

れは医師が判断するわけでございますが、いわゆるそういう症状があった場合は行政検査

になって、無償で受けられるということになってございます。 
以上です。 

○議長（荒木正光君） 佐藤税務課長。 
○税務課長（佐藤正秀君） 税の制限条例の関係で補足させていただきますけども、ほか

のコロナ対策についてはこの条例は適用させてもらっていますけども、実際運用面でどう

いう人が制限になるのかと言いますと、一律滞納しているからなるということではござい

ません。滞納者でも分納したり、猶予しているそういう人方いますので、そういった方々

についてはこれまでも適用していません。悪質で全く税金の相談にも何も応じない、こう

いった方々が対象になるということで、これまで適応した事例はこれまではございません。

補足でした。 
○議長（荒木正光君） 堤議員。 
○１１番（堤俊昭君） 100 名ということですから、一般町民 100 名ということは十分に

理解しているわけでありますけれども、それとは別に町長の考えとして、公共施設に勤め

ているものは積極的に受けるようにと、これはあくまでもお願いベースかなというふうに

思いますけれども、やっぱり町長の姿勢を見せることは、これは非常に重要だろうなとい

うふうに思いますので、これは申し訳ありませんけれども町長の口から答弁をいただきた

いと思います。もう１点、やはり一時であっても３万円を窓口で払うというのは、これは

なかなかちょっと厳しいというふうに思いますので、時間もありませんけれども補助を引

いて１万円で済むような方法をやはり考えてもらわなければこれはちょっと困るなという

ふうに思います。もう一つ税務課長からありましたけれども、事例はないということであ

りますけれども、それについてはそうだろうなということでわかりますけれども、そうい

った患者さんが、患者さんというか、検査をして欲しいという方がみえた場合に、窓口で

ワンストップでその判断ができるわけはないわけでありますけれども、そうしますとどこ

へ行くのか、保健福祉課当たり行ってそれから税務課行って調査をするということになる

と、やっぱりワンストップというかすぐその場で検査をできるということにはならないと
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いうふうに思うのですけれども、その点についてどういう流れで検査を受け入れるように

なるのかということについてもお願いします。 
○議長（荒木正光君） 鳴海町長。 
○町長（鳴海修司君） １点目のご質問でお答えしたいというふうに思います。蔓延状態

であればそういうことも考えないわけではございません。ただ、今の状態の中で私は非常

に議員もおっしゃったように、強制的にさせるのは難しいというふうに考えてございます

し、状況をかんがみた場合はやはり診療所というものもございます。その対応は限られた

中で対応していかなければならないという部分もございますので、そういったことで私今

のところはそういう考えはないということでご理解いただきたいというふうに思います。 
○議長（荒木正光君） ２点目、３点目。 
中村副町長。 

○副町長（中村義弘君） 窓口での償還払いの話を２点目にあったかと思うのですが、償

還払いをするということになりますと医療機関との契約行為を結ばないとならないという

前提がまずございます。それとどこで受けられるかわからないという前提もございますの

で、例えば町民の方が東京に行きました。なんか心配になったな、じゃあ民間でやってい

るとこで受けましょうといった場合、そちらの方に１万円だけ出して、こちらから町が２

万円出すのかという話ではなくて、先ほど鷹觜課長言いましたように、前提はやはり一旦

立て替えていただいて、領収書をもってお金をお支払いするという、償還払いをとろうと

いうことで考えておりました。それと、３点目の検査までの流れの関係なのですが、私受

けたいから保健福祉課の方に行って申請をしますという前提ではなくて、あくまでも受け

ていただく。そして、申請いただく。その申請いただくときには税の情報を見ていいです

かという、担当課の方で確認をとっていいよということで、確認がとれましたら税務課の

方に照会して、税務課で確認させていただくという流れになってございますので、その辺

ご理解いただきたいなと思います。 
○議長（荒木正光君） よろしいですか。ほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） ないようですので、10 ページ、２項清掃費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） ないようですので、同ページ、５款農林水産業費、１項農業費。 
伹野議員。 

○５番（伹野裕之君） モニタリングの部分で質問いたします。30 件を想定して 11 件とい

うことで設置が進まなかったことがありますけども、この原因の調査はしたのかどうかと

いうこと、１点。もう１点、設置見込みが少なかったことに対してこの事業をどのように

評価しているのか、この２点お願いいたします。 
○議長（荒木正光君） 島田産業課長。 
○産業課長（島田和義君） 予算措置の段階で 30 件、実績見込みが 11 件ということで、
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この要因について農協にも確認をしてございますけれども、この技術的にまだまだ浸透し

ている技術ではないということで様子見されている方が多いのではないかというような回

答を受けております。この技術につきましては今まで農業者の感ですとか、そういったも

のに頼ってきたものを数値としてみれるということで、これが導入されることによっての

生産管理の仕方、それから労力の低減、こういうのはこれから見えてくるんですけれども、

これは事業効果はみえてくるのだろうというふうに思っております。 
○議長（荒木正光君） 伹野議員。 
○５番（伹野裕之君） 今の答弁では設置者に対しては事業効果が見込めるということで、

それは評価したいと思いますけども、設置が進まなかった理由として様子見をしていると

いう、そういう今発言ありましたけども、そういった部分で今後つけたいというふうにな

った場合は、この制度はもう今年度で終わりですから、時期をみてまた新たにこのような

制度を導入する考えがあるのかどうか、この分でお願いいたします。 
○議長（荒木正光君） 島田産業課長。 
○産業課長（島田和義君） 本事業についてはコロナ対策ということで今年度限りの事業

でございます。今後につきましてはこの事業の効果というのがこれから出てくると思いま

すので、その辺もそ菜振興会等でいろいろ協議をしていただいた中で検討してみたいと思

います。 
○議長（荒木正光君） ほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） ないようですので、11 ページ、６款商工費、１項商工費。 
伹野議員。 

○５番（伹野裕之君） 町観光協会補助金とどまる観光の部分で質問いたします。まず、

５点あります。まず１点目、乗馬スタッフは何名で乗馬クラブのスタッフを起用するのか。

また、総勢何名のスタッフとなる事業なのか。２点目、結婚情報誌の広告は何誌に何回行

うのか。３点目、視察研修はどのポジションの者が何名で視察するのか。４点目、会場は

乗馬クラブを利用するのか。最後に５点目、年間何組のカップルを見込んでいるのか。以

上、５点お願いいたします。 
○議長（荒木正光君） 原田企画課長。 
○企画課長（原田和人君） 乗馬スタッフの関係でございますが、乗馬クラブからひき馬

をして新冠温泉まで会場に向かうということを想定してございますけども、２名ないし３

名ということで見込んでおります。広告誌につきましては、主にウエディングも取り扱っ

ている雑誌があるんですけども、そこに１回出す予定をしてございます。視察研修につき

ましては今の所１名ということで受け入れてくれそうなとこを探して、今のところ九州方

面という話は伺っているのですけども、そちらの方に行くという予定を聞いてございます。

会場という部分につきましては、恐らくウエディングのことを言っているのではないかと

思うんですけども、新冠温泉レストランでセレモニー的なものを行うというふうに確認し
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ております。年間何組を見込んでいるかといった部分につきましては、なかなか広告を出

してみてＤＶＤを使っていろいろ周知とか務めるんですけども、その辺は何組なるかって

いうことまでは極力観光協会としては多く取り入れるというか、そういう努力をいたして

いきたいということで今のところ何組までということ、何組以上ということまでは正直言

えることはちょっと難しいのかなと、極力努力したいということは伺っております。 
○議長（荒木正光君） 伹野議員。 
○５番（伹野裕之君） この事業は観光協会の主体事業でありますから、乗馬クラブのス

タッフの人件費、そしてひき馬に使う乗馬馬の借り入れ料など発生すると思うのですけど

も、その部分の費用の関係はどのようになっていますか。 
○議長（荒木正光君） 原田企画課長。 
○企画課長（原田和人君） その辺につきましても内々には相談しているということでご

ざいます。だいたい３万円程度１回お支払いするというようなお話は伺っております。 
○議長（荒木正光君） よろしいですか。ほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） ないようですので、12 ページ、８款消防費、１項消防費、ありま

せんか。 
伹野議員。 

○５番（伹野裕之君） 14 節の避難所設置の部分で質問いたします。泉地区の民地を利用

するということですけども、民地であれば借地料が発生すると思いますけども、借地料は

どのようになっているのでしょうか。 
○議長（荒木正光君） 坂本総務課長。 
○総務課長（坂本隆二君） 借地料当然かかりますので、次年度以降予算計上したいと思

っています。 
○議長（荒木正光君） ほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） ないようですので、暫時休憩といたします。 
 

休憩 午前１０時５２分 
再会 午前１１時 ５分 

 
○議長（荒木正光君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 
 3 ページをお開きください。９款教育費、１項教育総務費、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） ないようですので、14 ページ、２項小学校費、ありませんか。 
 芳住議員。 
○１番（芳住革二君） 先にちょっと学習環境整備事業の中で、こっちの参考資料の中で
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見積もり合わせをしたという部分が出たんですけども、本来なら全般でやりたいんですけ

ども、質問回数は限られているので一応ここで事業費 48 万 4,000 円と執行済が 42 万 4,000
円、これを見積もり合わせをして最終的に６万円の執行残が出たということで、この見積

もり合わせというのはちょっと僕たちわからないのです。その見積もり合わせは金額がど

の範囲であれば見積もり合わせして、入札といったらおかしいけど見積もり合わせできる

のか、そこら辺ちょっと説明お願いしたいと思います。 
○議長（荒木正光君） 坂本総務課長。 
○総務課長（坂本隆二君） 入札等の物品の調達の関係ですので私の方からお答えをさせ

ていただきますけれども、基本的に物品を購入する場合については、入札をすることが原

則になってございますけれども地方自治法、それから財務規則等に基づいてある一定の金

額を超えない場合については随意契約ということ、今芳住議員おっしゃられた見積もり合

わせというのは随意契約と言われるものでございまして、入札によらない方法という定め

がございます。随意契約によることができる金額としまして、工事または製造の請負につ

いては 130 万円、財産の買い入れ 80 万円、その他 50 万円等というようなことで財務規則

に規定されておりまして、それぞれ物品調達する際にはその予定価格に応じて入札、ある

いは随意契約という方法を選択してとってございます。 
○議長（荒木正光君） よろしいですか。ほかございませんか。 
 芳住議員。 
○１番（芳住革二君） 備品購入費のタブレット入札残ということですけども小学費、中

学校費あわせて約 900 万強の残が出てるわけなんですけど、事業費の見積もりの仕方とい

うのはどういうふうに行われているか。そして、この残が出たのは恐らく入札の札によっ

てこれだけの残が出たわけなんですけども、余りにもその大きすぎるのでないかなという

ふうに私はあれしてるわけです。その見積もり方っていうのが僕たちは全くわからないの

で、その過程を説明願いたいです。 
○議長（荒木正光君） 山本教育長。 
○教育長（山本政嗣君） 減ずる額が多額なものですから、私の方からお答えを申し上げ

たいというふうに思います。まず、ご了承いただきたいのが先だてコロナ関連の事業のご

説明を全員協議会でさせていただきました。今お手持ちの資料でいきますと、これに該当

する事業費から事業見込みの金額を予算から差し引きますと、執行率が 52％程度の中で今

ご指摘のような 900 万程度の予算残が出ているということであります。実は、ＧＩＧＡ構

想の事業につきましてはこのコロナの交付金以外に、ＧＩＧＡスクールの事業の補助金を

導入しています。先だてお渡しをしました資料は、コロナの臨時交付金の事業だけを抜粋

しているものですから、これに 1,200 万円相当のＧＩＧＡスクール構想の補助金が事業費

としてはオンされるということになります。事業の執行率としましては 71％の執行率にな

っておりますことをまずもってご了承いただきたいというふうに思います。ＧＩＧＡのタ

ブレットの配備に関する事務の流れでございますけれども、ご案内のようにＧＩＧＡのタ
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ブレット構想につきましては、当初３年間で実施をするということをコロナの交付金を利

用して、ことし単年度で実施をするという国の方針のもとに、５月以降急速に準備を迫ら

れたわけであります。当町といたしましては、子ども達の教育現場に１日でも早くタブレ

ットが届くようにということで、全国各地でそのことをしますので、そういうことの中で

６月１日に開催いただいた臨時会に間に合うようにということで事務を取り進めてまいっ

たところであります。私どもの町は学校と協議いたしまして、指定された機種と言いまし

ょうか、タブレットを動かすエンジンＯＳと言われるものを学校と相談しましてＷⅰｎｄ

ｏｗｓを選定いたしました。その中でタブレットの機械については国内製のもの、海外製

のものいろいろありますけれども、国の認めるものをすべて対象とするということの中で、

機種の選定は実はいたしませんでした。そういう中におきまして、入札事務を行ったわけ

であります。国の補助事業でありますので、タブレットを導入するに当たっての標準価格

というものが示されておりました。Ｗⅰｎｄｏｗｓの機器を導入する場合は、国が示すだ

いたいの標準価格１台当たり７万円程度かかるだろうというような試算もいただいており

ました。こういうことを参考にしながら新冠町の方で仕様書を作成しまして、機械の機種

は選定しない形の中で仕様書を作成したということであります。結果的に私どもが予算で

予定しました１台当たり７万円というものが、実際には入札によって１台当たり５万円で

の落札となったわけであります。台数が 419 台ということでございましたので、結果的に

は 900 万円もの執行残が出てしまったというようなことでございます。限られた時間の中

で参考とする見積もりも数社からいただきながらということでありましたけれども、冒頭

申し上げましたように３年間で予定したものを単年度ということの中で、しかも国の方か

らいろいろな補助制度の中の情報がなかなか出てこない中で、参考見積もりいただく業者

さんも非常に苦慮したと思われますけれども、その中で事務処理を進めた結果、このよう

な結果になったということで、ご理解を賜りたいというふうに思います。 
○議長（荒木正光君） 芳住議員。 
○１番（芳住革二君） 説明で十分わかったわけですけども、やはりタブレットあたりは

いろんな多種にわたって機種があるわけです。やはりそこら辺はある程度の機能も含めた

形の中で選定しなければならないかもしらないけども、やはりある程度の平均値というも

のを出さなければならないのかなと。余りにも落札価格が大きすぎるので、しかしこれは

国からの補助金だからまだいいけども、実際町の歳出の関係の中であれば相当な痛手にな

るのでないかなというふうに思うわけです。それともう１つ、全般でやればいいのですけ

ども恐らく代理店契約、そういうものあるのでないかなというふうに思っているのです。

各個人業者は。そういう場合において、１つの業者が代理店契約結んでいたらなんぼその

機種を選んであれしても、ここは代理店契約結んでいるからその店としか物は納められま

せんという話になる。そういう意味でおいて、入札者の選考委員というのがあります。選

考委員って言うんですか、それは色々今まで見ていたらもしか電化製品であれば電気屋さ

ん何件か入る。そのほかにいろんな業種の人、全く関係ない業者も入って入札している。
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ほかの業種でも電気製品よそから入れれるとなればそれはそれでいいのかもしらないけど

も、やはりある一定の入札であればその業種間において電気屋さんだったら電気屋さんの

業種、あるいは金物屋ったら金物屋の業種が落とせるような仕組みを作らなければ、ある

一定の業者だけにその入札が回っているのでないかなというふうに私は思うのです。どう

いう形の中でこういう業者を選定したか。後でちょっといろんな問題あるから言いたくは

ないのだけども、そういう部分も含めて、選考で何でも上がってきたものをピックアップ

してこれ良い悪いって、一つの新冠の 15 の入札あったら一社が 13 取っているとか、12 取

っているとか、あとの３つをほかの業者で分けている。これは入札だから仕方ないけども、

やはりその仕組みをもう少し変えていかなければ、もう少し新冠業者全体に入札がわりあ

たってくるのではないかなと僕は思うのです。そういう意味において、ちょっと余りにも

入札残が大きかったのでこのことを質問しましたけども、今の教育長の答弁でこの部分に

ついては理解しました。以上です。 
○議長（荒木正光君） 答弁はよろしいですか。 
○１番（芳住革二君） できたら仕組みの中の答弁お願いします。 
○議長（荒木正光君） 坂本総務課長。 
○総務課長（坂本隆二君） 今の物品の調達の関係の業者選定の話がありましたので、い

わゆるそれを決める場合については、指名選考委員会というものを開催して物品調達をす

る業者を決定をしてございます。その前にまず町内にこだわらず、町外も含めて２年に１

度新冠町が工事あるいは物品調達、委託、そういったものを発注する際に町の指名に載る

かかどうかということを全国的に発信をしながら、町に指名願いというもの出していただ

きまして、その中でどのような物品調達ができるのか、いわゆる家電なのか、工事なのか、

文房具なのか、衣類なのか、そういったものを含めて多岐にわたる項目に丸をつけていた

だきながらその業者が自分はこの物品は調達できるので入札参加させて欲しいと、町の指

名業者として入れてほしいという願い出をもって業者を選定してございます。これを２年

に１度更新をするという中で、それぞれ原課の方で上がってくる物品調達、あるいは工事

についてはそれぞれ指名選考委員会にかけまして、その工事あるいは物品に該当する業者

を選定するというのが指名選考委員会でございます。従って、そこに登録の挙がっている

業者については、すべてを入札に参加させる必要はありませんけれども、複数者を業者選

定をして入札の案内をしているということで、特定の業者に偏ることなく公平な中で指名

選考委員は開催されているということでご理解をいただきたいと思います。それと、メー

カー指定の業者指定の話ありましたけれども、基本的に物品を調達する際にはどうしても

そのものでなければならないという特別な事情がない限りにおいては、同等品以上という

ことを業者に示して、そのものと程度が落ちないもの、これの入札ということを行ってご

ざいます。メーカーを指定してしまいますと代理店、そこの店しか扱えないというような

ことになりますので、そのようなことがないように、不公平がないようにということでメ

ーカー指定は極力しないように、同等品以上ということで入札の案内はさせていただいて
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おります。 
○議長（荒木正光君） よろしいですか。ほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） ないようですので、同ページ、３項中学校費、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） ないようですので、15 ページ、４項認定こども園費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） ないようですので、同ページ、５項社会教育費、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） あいようですので、16 ページ、５項保健体育費、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） ないようですので、同ページ、７項学校給食費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） ないようですので、同ページ、12 款予備費、１項予備費、ありま

せんか。 
（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒木正光君） ないようですので、歳入に入ります。戻って６ページをお開きく

ださい。歳入は一括して行います。 
歳入、６ページありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） ないようですので、歳入歳出の全般にわたってありませんか。 
長浜議員。 

○２番（長浜謙太郎君） 今回一次、二次、三次と続いたコロナ対策の臨時交付金の関係

でいろいろものが整備されたと思いますが、生活館に関係するということでちょっとお伺

いしたいと思います。町の主催事業等、あるいは葬儀であったり、避難場所として、投票

場所そういった形でも使われる生活館の備品についての整備について、自治会等からの聞

き取りを行って整備したということはあったのでしょうか。 
○議長（荒木正光君） 坂東町民生活課長。 
○町民生活課長（坂東桂治君） 生活館の使用頻度はコロナ禍の中、随分毎月毎月日報上

げてもらうのですが少なくなっております。でも、全カ所消毒液そして一般的なコロナに

対応する消毒液だとか、あとトイレの方は紙のペーパーを置いたりとか、そういう対策は

させていただいております。あと、空気清浄機だとかそういうのは生活館には今置いてな

いという一般的な対応だけ取らせていただいているというかっこうでございます。あと、

自治会から聞き取りしましたからよいうことで、そういうものを設置しますよというとき

に自治会長さんに連絡はしております。 
○議長（荒木正光君） 長浜議員。 
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○２番（長浜謙太郎君） 恐らく避難所としての利用、あるいは選挙の投票場所として利

用される可能性があった場合は、そういう生活センターに例えば空気清浄機やサーモグラ

フィのものであったり、スタンド型の検温器、そういったものを配備した上での対策をと

った上で使用することになると思うのですが、そういった備品貸し出せるというか、持ち

出して持ち運べるような形の備品は町としてどの程度用意、今回で整備することができた

のかというか、持っているという認識でいいのでしょうか。 
○議長（荒木正光君） 坂本総務課長。 
○総務課長（坂本隆二君） 私の方でまとめてお答えさせていただきますけれども、今近

く想定されているのが選挙で会館を使うのでないかというようなことがありまして、選挙

管理委員会の方でもパーテーションだとか消毒液、そういったものの準備については進め

ているところなのですが、今言われたような空気清浄機等の備品になりますと、そのとき

だけにしか使用できないということもありますので、その場合については申しわけないの

ですが、換気というようなことで対応せざるを得ないかなというふうに思っていまして、

ほかにある使っていない備品等を使うことは考えなければならないと思っていますけれど

も、そのためにわざわざ購入しようと思っているのは、パーテーションだとか消毒液程度

かなというふうに考えていました。ただ、青年の家費で今回 12 台ほど買わせていただくの

ですけれども、ここが今はまだ余り使われてない状況ということがあれば、その 12 台はほ

かに回すことができますので、一時的な転用、そういったことが空いている施設等を見な

がら工夫していきたいなと思います。 
○議長（荒木正光君） 長浜議員。 
○２番（長浜謙太郎君） 最後になります。そういったものの備品の整備の可能性も含め

てですが、今回が恐らく最後となる補正、コロナ関係になると思うのですが、執行残等出

た場合の取り扱いについて、前回もお聞きしたのですけども、今回の場合はどのようにな

るのかお聞きしたいと思います。 
○議長（荒木正光君） 中村副町長。 
○副町長（中村義弘君） 実はまだはっきりしてはいないのですけども、国の３次補正の

中でもしかしたら市町村にまたある程度の交付金が下りるのではないかという情報がある

ようでございます。それを見込みまして、３月にはもう一度最終的な額の確定をしなけれ

ばならない、その臨時会を開かなければならないかなということは実は考えております。

ですから、その際にあと執行残等を見まして交付金の額を割ることのないよう、さらに町

の持ち出しを十分出せるような最終的な補正を３月に考えておりました。 
○議長（荒木正光君） ほかございませんか。 
芳住議員。 

○１番（芳住革二君） 先ほど随意契約の話が出たわけなんですけれども、130 万円、80
万というのです。この説明の中でだいたい高齢者共同生活施設管理事務用品の中で、加湿

空気清浄機なども含めて 100 万ちょっとの予算、それから先ほど今出ました青年の家のあ
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れも 60 万、約 70 万くらい、こういう部分については随意契約をするのですか。 
○議長（荒木正光君） 坂本総務課長。 
○総務課長（坂本隆二君） 今回この予算がとおりましたらこれから物品購入の事務進め

ていくことになりますけれども、まだ指名選考委員会開かれてございませんけども、私ど

もで提案したいと思っておりましたのは、各課それぞれで上がってきているものについて、

ある程度まとめて入札ができるものについてはまとめて購入する方が効率的かなというこ

とも考えておりまして、指名選考委員会の中で協議をさせていただこうということは考え

てございました。 
○議長（荒木正光君） よろしいですか。ほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） ないようですので、これで質疑を終結いたします。 
これより本案に対する討論を行います。 
反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） ないようですので、討論を終結いたします。 
これより議案第 63 号について採決を行います。 
お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 
○議長（荒木正光君） 全員挙手であります。 
よって、議案第 63 号は原案のとおり可決されました。 
 
   ◎日程第５ 議案第６４号 
○議長（荒木正光君） 日程第５、議案第 64 号 令和２年度新冠町介護サービス特別会計

事業勘定補正予算を議題といたします。 
提案理由の説明を求めます。 
山谷特別養護老人ホーム所長。 

（提案理由の説明省略） 
○議長（荒木正光君） 提案理由の説明が終わりました。 
これより本案に対する質疑を行います。 
質疑は歳入歳出を一括して行います。 
発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） ないようですので、質疑を終結いたします。 
これより本案に対する討論を行います。 
反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（荒木正光君） 討論を終結いたします。 
これより議案第 64 号について採決を行います。 
お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 
○議長（荒木正光君） 全員挙手であります。 
よって、議案第 64 号は原案のとおり可決されました。 

 
   ◎日程第６ 議案第６５号 
○議長（荒木正光君） 日程第６、議案第 65 号 令和２年度新冠町立国民健康保険診療所

事業特別会計補正予算を議題といたします。 
提案理由の説明を求めます。 
杉山診療所事務長。 

（提案理由の説明省略） 
○議長（荒木正光君） 提案理由の説明が終わりました。 
これより本案に対する質疑を行います。 
質疑は歳入歳出を一括して行います。 
発言を許可いたします。 

 酒井議員。 
○３番（酒井益幸君） 一応確認のためにちょっと質疑させていただきますけれども、そ

のプレハブの購入について最初はリースにするというふうにおっしゃっていましたけれど

も、それを物品購入するということの要因についてと、あと今後想定されるワクチンの接

種ということで、来年度以降になるというふうに思いますけれども、それについての使い

道も考えているようなんですけれども、その辺のちょっと説明ももうちょっとつけ加えて

いただきたいと思います。 
○議長（荒木正光君） 杉山診療所事務長。 
○診療所事務長（杉山結城君） 当初考えておりましたプレハブにつきましては、一般的

に建設現場等で使用しているプレハブを想定しておりましたけども、現場の一番使うであ

ろう看護師及び検査技師の方から、機能性が高い当時カタログ等の状況も私の方で把握で

きてませんでしたけども、その後にいろいろチラシ等がきまして、その中からやはり一般

的なものよりも今後購入しようと考えているプレハブの方が、今後長く続く状況の中にお

いてはそれが一番よろしいという判断をしましたので、現場優先という考えで考えており

ます。新型コロナウイルスのワクチン接種のときには、このプレハブを今のところ使う予

定はございません。あくまでも発熱外来専用というふうに考えておりまして、ワクチンに

ついては今後接種場所を保健福祉課と協議してまいりますけども、保健センター等を今の

ところは第一優先候補として考えております。 
○議長（荒木正光君） よろしいですか。ほかございませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） ないようですので、質疑を終結いたします。 
これより本案に対する討論を行います。 
反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） 討論を終結いたします。 
これより議案第 65 号について採決を行います。 
お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 
○議長（荒木正光君） 全員挙手であります。 
よって、議案第 65 号は原案のとおり可決されました。 

 
    ◎閉議宣告 
○議長（荒木正光君） 以上もって本臨時会に提案されました議案すべての審議を終了い

たしました。 
 
    ◎閉会宣告 
○議長（荒木正光君） これをもって、令和２年第５回新冠町議会臨時会を閉会いたしま

す。 
ご苦労さまでした。 

（午前１１時４１分 閉会） 
 


